






配属された。もっとも有名な部隊がひめゆり学徒隊（この呼び名は戦

後のもの）であり、他にも白梅学徒隊などが存在した。あくまでも非戦

闘要員であるが、激しい戦闘に巻き込まれ、中には半数が戦死した

沖縄県　本州・九州・北海道・四国という日本列島の中核からはるか 部隊もある。

南西海上の諸島で構成される県。その地理的要因から中世以降、 鉄血勤皇隊　沖縄県の旧制中学生を動員して作られた部隊。

独自の歴史を持ち、琉球王国として独立していた。江戸時代以降も、 14歳から16歳の少年兵部隊である。32軍の命令で1780人の旧制

薩摩藩に従属する形ながらも独立を守っていたが、明治政府の琉球 中学生が戦闘行為に動員され、約半数が戦死した。

処分により完全に日本に併合され、沖縄県としての歴史が始まる。 防衛隊　沖縄県の民間の男性の17歳から45歳までを動員して

太平洋戦争では最大の地上戦が行われた。その後、アメリカの統治 作られた急造の部隊。正規軍の兵力不足を補うために使われた。

領となり不沈空母として、極東における米軍の一大拠点となる。1972年 沖縄戦開始ぎりぎりの時期には「根こそぎ動員」され、年齢制限も守

に日本に返還されるも、現在でも多くの米軍基地が残り、この基地 られず、少年や老人まで動員された例もある。22000～25000人が動

問題は沖縄の悲劇の象徴となっている。 員され約13000人が戦死した。女子学徒隊や鉄血勤皇隊より、動員

首里　現在は沖縄県那覇市の一地域。歴史的には琉球王国の都 数も戦死者数も上回っている。

であり、沖縄本島の中心であった。琉球王国の象徴であった首里城の 護郷隊　10代半ばの少年兵により構成された日本軍のゲリラ戦

地下に32軍の司令部が置かれ、沖縄戦時には巨大な地下壕網によっ 部隊。第一護郷隊、第二護郷隊の二隊が編成され、沖縄本島北部

て守られていた。当然、アメリカ軍の最大の攻撃目標になり、上陸地 山岳地域に拠ってゲリラ戦を行い、約1000人の隊員のうち160人が

点から首里に至る各所で激戦が戦われた。 戦死した。隊員は学校や役場を通じ、半ば強制的に動員された14歳

本部半島　沖縄本島北部にある半島。沖縄戦時、わずかに配置 から17歳までの少年たちだった。部隊の性質上、秘密部隊であった。

された日本軍はここを中心にアメリカ軍に抵抗したが、北部の組織的 陸軍中野学校　諜報や防諜、宣伝など秘密戦に関する教育や

な戦闘は4月22日には終了した。 訓練を目的とした日本陸軍の軍学校。護郷隊の幹部将校はこの

那覇　沖縄県の県庁所在地であり、中心都市。1944年の十・十空 中野学校の卒業生15名が任命され、1944年9月に沖縄入りをして、

襲で大部分が炎上した。また首里の近さから地上戦時にもあらかたの 護郷隊を組織、訓練し、ゲリラ戦に備えていた。

建物が燃やし尽くされた。

名護　沖縄本島北部の中心都市。本部半島の根元の部分である。 ガマ　沖縄本島南部には石灰岩で形成された鍾乳洞が数多く存

喜屋武半島　喜屋武岬とも。沖縄本島の最南端地域の一つ。 在し、その数はおよそ2000に及ぶ。沖縄戦時、このガマは避難壕や

沖縄戦時、日本軍の組織的抵抗の最後の地。司令部のあった摩文仁 病院壕として利用された。現在でも沖縄戦時の遺骨・遺品が出てくる

もこの地域にある。現在でも多くの戦跡や慰霊碑が残されている。 ガマも存在し、その発掘を続けるガマフヤーと呼ばれる人もいる。

沖縄のお墓　沖縄はお墓の文化も独自であり、亀甲墓という

大きな墓も多数存在している、沖縄戦時、このお墓も避難壕として

沖縄戦　1945年4月1日のアメリカ上陸から始まった、太平洋戦争 よく利用されていた。

最大の地上戦。日本陸軍はこの沖縄を、本土の前縁と位置づけ、 やんばる　沖縄本島北部の山岳密林地帯の通称。険しい自然

沖縄での決戦を本土決戦の前にアメリカ軍に出血・損耗を強いる戦い 状況から、南部に比べると未開地が多い。沖縄戦時には疎開地に

と規定した。これをもって沖縄での日本軍の作戦は「捨て石作戦」と 指定されていた。

呼ばれている。日本軍はペリリュー島の成功やサイパン島の失敗と 島尻　沖縄本島最南部の通称。日本軍の最後の抵抗地であった

いった島嶼戦の戦訓を参考に、徹底した持久防御作戦を行った。 為、この島尻地域に被害が集中している。

これはアメリカ軍にかつてない被害を強いた半面、沖縄の民間人の 一高女　正式には沖縄県立第一女学校。沖縄師範学校女子部

被害も拡大する結果を生んだ。日本軍は善戦しつつも、徐々にアメ と併設された学校であり、この二校の通称が「ひめゆり」である。沖縄

リカ軍の物量に追い詰められ、６月２３日に３２軍司令部が自決し、 戦で65名が学徒隊に動員され、42名が戦死した（一高女だけの数字）。

組織的な戦闘は終了したものの、孤立した残存部隊による散発的な 県立一中　正式には沖縄県立第一中学校。沖縄戦では273名が

戦闘は８月１５日まで続いた。 動員され、153名が戦死している。

女子学徒隊　沖縄県の女子学生を看護要員として動員し、看護

助手として働かせるために作られた部隊。15歳から19歳の女学生が
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